
塚
本
邦
雄
に
お
け
る
〈
茂
吉
〉
の
位
相

『 
@
 
 
 
 
「
つ
ゆ
じ
も
-
茂
吉
秀
歌
歴
」
［
に
略
七
」
｛
鎖
編
』

 
 
 
 
 
 
ら
」
「
蓮
山
」
「
石
泉
」
百
首

を
中
心
と
し
て
一

安

森

敏

隆

一

 
「
茂
吉
秀
歌
「
赤
酒
百
首
」
 
（
文
藝
春
秋
 
昭
5
2
・
4
）
、
『
茂
吉
秀
歌
「
あ
ら
た

ま
」
百
首
』
 
（
文
藝
春
秋
 
昭
5
3
・
9
）
に
引
き
つ
づ
い
て
三
冊
目
の
 
『
茂
吉
秀

歌
勤
藻
誕
蘂
響
（
文
藝
春
秋
嬰
・
2
）
が
刊
行
さ
れ
、
ま
た
こ

の
直
後
、
茂
吉
の
生
涯
の
歌
に
わ
た
っ
て
鑑
賞
さ
れ
た
、
塚
本
邦
雄
編
『
鑑
賞
日

本
現
代
文
学
⑨
斎
藤
茂
吉
』
（
角
川
書
店
・
昭
5
6
・
1
0
）
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

り
、
茂
吉
の
一
七
歌
集
、
全
一
四
一
五
九
首
の
歌
が
い
か
に
採
用
さ
れ
、
鑑
賞

さ
れ
る
か
の
治
お
よ
そ
が
明
確
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
塚
本
邦
雄

自
身
、
こ
の
三
冊
目
の
「
茂
吉
秀
歌
』
の
前
書
き
に
お
い
て
「
秀
歌
百
首
」
の

選
択
抽
出
の
構
想
を
は
じ
め
て
次
の
よ
う
に
分
明
し
、
比
較
列
記
し
て
く
れ
て

い
る
。

3
 
つ
ゆ
じ
も
大
正
6
～
大
正
1
1

4
遠
 
転
籍
H
～
同
1
2

5
遍
 
歴
同
1
2
～
同
1
4

6
 
と
も
し
び
大
正
1
4
～
昭
和
3

7
 
た
か
は
ら
昭
和
4
～
同
 
5

8
蓮
 
山
同
5
～
同
5

9
．
．
石
 
泉
同
6
～
同
715 14 13 12 9 8 7

同同同同同重三
      和
26 25 25 25 23 22 21

1025 705 454 912 828 625 722

6・34 5

同同断同
18 15 15 17

734 1115 968 1033

自
『
白
桃
』

至
『
の
ぼ
り

 
路
』

 
百
首
績
刊
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10

@
白
 
 
桃
同

11

@
曉
 
 
紅
同

12

@
寒
 
 
雲
伺

13

@
の
ぼ
り
路
同
14
？
同

15

12 10 8

？？ ？

同気同
14 11 9

、
躍
歌
集
名
自

至

μ自
『
霜
』

至
『
つ
き
か

」
 
・
げ
」

 
 
百
首
績
刊

」

牡辮

繹
ｲ
陰
歌
四
四

1

赤
 
 
光
明
治
3
8
～
大
正
2
 
1
 
大
正
2
 
㎜
 
 
㎜

2

あ
ら
た
ま
大
正
2
～
同
！
◎
 
 
 
9
θ

同
 
1
0
 
陶
 
㎜
．

『
赤
光
』

百
首
既
刊

『
あ
ら
た
ま
』

百
首
既
刊

14

@
霜
 
 
 
同

15

@
小
 
 
山
陵

16

@
白
き
山
型

17

@
つ
き
か
げ
同
23
？
同

27

21 18 16

？？？
同同旨

22 21 17

17

同

29

982

11

同

24

850

10

同

24

843

16

同

26

863

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
く
茂
吉
V
の
位
相
 
一
「
茂
吉
秀
歌
陶
「
譜
」
ト
噛
避
幽
噛
単
磁
見
確
認
』
を
中
心
と
し
て
ー



 
こ
の
一
七
歌
集
の
分
類
・
選
出
方
法
か
ら
ば
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
、
第
一

歌
集
『
赤
光
』
と
第
二
歌
集
の
『
あ
ら
た
ま
』
の
二
歌
集
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

・
一
巻
と
し
て
独
立
さ
せ
百
首
を
抽
出
し
鑑
賞
し
て
い
る
が
、
以
降
の
一
五
歌
集

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
巻
で
は
七
歌
集
を
、
以
下
続
刊
予
定
の
四
・
五
巻

で
は
そ
れ
ぞ
れ
四
歌
集
を
合
わ
せ
て
百
首
を
選
ぶ
べ
く
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
塚

本
自
身
、
こ
の
度
の
『
茂
吉
秀
歌
』
を
「
つ
ゆ
じ
も
』
か
ら
『
石
泉
』
ま
で
に

し
た
理
由
を
「
制
作
年
代
」
順
に
従
っ
た
だ
け
で
「
さ
し
て
深
刻
な
意
味
は
な

い
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
「
制
作
年
代
」
順
に
、
「
初
版
刊
行
年
代
」

順
を
執
擁
に
考
慮
し
た
分
類
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
初
版
刊
行
時
期
か
ら

い
う
と
，
こ
れ
ら
七
歌
集
は
す
べ
て
制
作
時
期
か
ら
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
経
過

し
た
昭
和
二
〇
年
の
敗
戦
後
、
す
な
わ
ち
第
一
六
歌
集
の
『
白
き
山
』
と
第
一

七
歌
集
の
『
つ
き
か
げ
』
制
作
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

点
、
次
に
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
『
白
桃
』
か
ら
『
霜
」
の
歌
集
は
、
刊
行

時
期
か
ら
い
う
と
、
こ
れ
よ
り
前
の
昭
和
一
五
年
か
ら
昭
和
一
八
年
の
時
期
に
，

あ
た
る
の
で
あ
る
。

 
次
に
、
こ
の
第
三
巻
を
『
つ
ゆ
じ
も
』
か
ら
『
石
泉
』
の
七
つ
の
歌
集
の
組

み
合
わ
せ
に
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
秀
歌
採
用
率
の
パ
ー
セ

ン
テ
ー
ジ
が
塚
本
邦
雄
の
審
美
眼
を
投
影
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

ち
な
み
に
全
五
巻
（
既
刊
三
巻
）
の
秀
歌
採
用
率
を
み
る
と
、
第
二
巻
の
『
あ

ら
た
ま
』
が
一
番
で
一
三
・
四
％
（
七
四
六
首
中
百
首
）
つ
い
で
第
一
巻
の
『
赤

光
』
で
＝
一
・
○
％
（
八
三
四
首
中
百
首
）
、
つ
い
で
第
四
垂
目
と
し
て
上
梓

さ
れ
る
予
定
の
『
白
桃
』
か
ら
『
の
ぼ
り
路
』
が
三
・
五
％
（
二
八
一
七
首
申

百
首
）
と
急
激
に
下
降
し
て
、
そ
の
第
五
巻
に
刊
行
予
定
の
『
霜
」
か
ら
『
つ

き
か
げ
」
が
二
。
八
％
（
三
五
六
四
首
申
百
首
）
で
、
最
後
に
こ
の
第
三
巻
が

一
・
九
％
（
五
二
六
〇
劇
中
百
首
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
赤
光
」
と
『
あ

ら
た
ま
」
は
一
巻
の
み
で
百
首
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
お
も
え
ば
、
こ
れ
以

下
の
三
～
五
巻
の
採
用
率
の
悪
さ
は
う
な
ず
け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も

こ
こ
で
問
題
に
し
ょ
う
と
す
る
第
三
巻
は
極
端
に
採
用
率
が
悪
い
と
い
う
こ
と

に
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

 
さ
ら
に
、
こ
の
第
三
巻
中
の
七
歌
集
の
秀
歌
採
用
率
の
順
位
を
み
て
み
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。
、

七六五四三ニ一
位軍馬位位位位

「
つ
ゆ
じ
も
」
，
…
…
二
・
九
％
（
七
一
一
首
中
一
＝
首
）

『
遠
遊
」
…
…
…
…
二
・
四
％
（
六
二
五
首
中
一
五
首
）

『
と
も
し
び
」
…
…
二
・
一
％
（
九
一
二
首
中
一
九
首
）

「
遍
歴
」
…
…
…
…
一
・
八
％
4
（
八
二
八
首
中
一
五
首
）

『
石
泉
』
…
…
…
…
一
・
七
％
（
一
〇
二
五
社
中
一
六
首
）

『
た
か
は
ら
」
…
…
一
・
五
％
（
四
五
四
首
中
七
首
）

噛『

A
山
』
…
…
…
…
一
・
○
％
（
七
〇
五
首
中
七
首
）

 
以
上
の
よ
う
な
順
序
で
秀
歌
採
用
率
が
並
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
先
ず
注

目
さ
れ
る
。
他
の
事
情
も
た
し
か
に
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
短
絡
し
て
い
え
ば
困

．
『
つ
ゆ
じ
も
』
が
も
っ
と
も
評
価
が
高
く
、
 
『
連
山
」
が
、
も
っ
と
も
評
価
が

低
い
と
み
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
馬
こ
の
第
三
巻
の
も
っ
と
も
採
用
率
の
高
い

『
つ
ゆ
じ
も
」
で
も
百
首
で
三
首
し
か
と
っ
て
お
ら
ず
、
『
連
山
』
に
い
た
っ

て
は
百
首
で
一
首
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
第
一
巻
、
第
二
巻
の
『
赤
光
』
『
あ

ら
た
ま
」
が
百
首
で
一
二
、
三
首
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
お
も
え
ば
、
一
〇

分
の
一
の
採
用
率
と
い
う
低
さ
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
第

三
巻
は
塚
本
自
身
、
百
首
の
構
想
を
ね
る
に
あ
た
り
別
な
意
味
で
誠
に
苦
労
し

た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
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田
中
 
 
（
前
略
）
斎
藤
茂
吉
は
自
分
の
師
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
あ
ん
ま
り
言

い
た
く
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
「
つ
ゆ
じ
も
』
か
ら
≒
遠
遊
』

『
遍
歴
』
、
そ
れ
か
ら
『
と
も
し
び
』
な
ど
は
、
『
赤
光
』
『
あ
ら
た
ま
』

に
比
べ
れ
ば
、
歌
集
と
し
て
か
な
り
落
ち
て
い
ま
す
。
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
、
あ

る
い
は
あ
る
一
連
し
か
い
い
歌
が
な
い
。
そ
う
い
う
、
割
合
に
傑
作
が
な
い

と
こ
ろ
を
ど
う
お
書
き
一
に
な
る
か
、
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

塚
本
 
各
歌
集
の
特
性
を
徹
底
的
に
生
か
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
『
赤
光
』
「

『
あ
ち
た
ま
』
と
は
全
然
違
う
、
日
記
み
た
い
な
も
の
で
す
。
だ
か
ら
観
点

も
鑑
賞
法
も
お
の
ず
か
ら
変
え
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
変

え
て
い
ま
す
。
 
（
〈
対
談
V
塚
本
邦
雄
・
田
畑
隆
尚
「
茂
吉
・
歌
・
外
国
語
-

斎
藤
茂
吉
の
外
遊
詠
を
め
ぐ
っ
て
！
」
〈
本
と
批
評
V
一
九
八
○
年
九
月
号
）

 
茂
吉
の
晩
年
の
弟
子
で
あ
る
田
申
隆
尚
と
の
対
談
の
申
で
「
歌
集
と
し
て
か

な
り
落
ち
て
い
る
」
 
（
田
中
）
と
い
う
こ
の
期
の
作
品
に
対
し
て
「
各
歌
集
の

特
性
を
徹
底
的
に
生
か
そ
う
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
、
 
「
観
点
も
鑑
賞

法
ト
も
前
二
巻
と
全
く
変
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
、
又
は
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

語
ら
れ
て
い
る
。
又
、
別
の
と
こ
ろ
で
「
『
遠
遊
」
『
遍
歴
」
の
一
〇
首
が
『
あ

ら
た
ま
』
の
五
〇
首
以
上
に
手
間
が
か
か
る
」
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

と
い
う
、
こ
の
一
点
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
も

こ
こ
で
と
り
あ
っ
か
わ
れ
た
歌
集
を
さ
し
て
「
試
金
石
的
歌
集
群
」
（
一
二
頁
）

で
あ
る
と
、
彼
自
身
も
言
っ
て
い
る
づ
さ
き
ほ
ど
引
謁
し
た
田
中
隆
尚
と
の
対

談
の
中
で
も
、
さ
ら
に
，
「
『
あ
ら
た
ま
」
ま
で
は
割
合
に
や
さ
し
い
。
ほ
か
の

人
の
書
い
て
い
な
い
こ
と
を
書
い
て
お
け
ば
い
い
わ
け
で
す
か
ら
。
そ
れ
で
わ

ざ
わ
ぎ
異
を
唱
え
て
、
良
い
意
味
で
虚
を
衝
い
た
り
、
錦
上
華
を
添
え
た
り
す

る
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
『
つ
ゆ
じ
も
」
以
後
の
歌
集
は
な
か
一

な
い
。
そ
れ
，
で
い
ま
も
七
転
八
倒
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る
の
で
す
。
」
と
、
途

中
経
過
報
告
と
、
難
解
さ
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
ま
で
の

『
赤
光
』
と
『
あ
ら
た
ま
』
を
あ
つ
か
っ
た
二
巻
の
『
茂
吉
秀
歌
』
は
、
塚
本

の
く
幻
想
V
と
い
う
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
は
っ
き
り
と
か
か
げ
、
従
来
の
諸

説
に
相
対
さ
せ
た
り
、
茂
吉
自
身
の
「
写
生
」
説
に
相
対
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
く
き
や
か
に
秀
歌
を
屹
立
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
今
回
か
ら
従
来
の
諸

説
や
鑑
賞
し
た
も
の
が
と
こ
と
ん
減
少
し
て
、
茂
吉
自
身
の
書
い
た
「
作
歌
四

十
年
」
を
は
じ
め
と
し
て
佐
藤
佐
太
郎
の
『
茂
吉
秀
歌
』
そ
の
他
わ
ず
か
し
か

参
考
資
料
が
な
い
こ
と
、
そ
の
上
、
塚
本
の
く
幻
想
V
を
相
対
さ
せ
る
に
た
る

作
品
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
へ
の
嘆
声
で
あ
る
。
そ
こ
で
塚
本
邦
雄
は
、
こ
の

『
茂
士
口
秀
歌
』
第
三
巻
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
、
殊
に
気
．

を
つ
け
て
鑑
賞
し
て
・
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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二

 
『
茂
吉
秀
歌
』
第
三
巻
を
書
く
に
あ
た
っ
て
の
、
塚
本
邦
雄
の
覚
悟
は
相
当

な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
、
そ
れ
は
何
と
い
っ
て
も
、
先
ほ
ど
の
秀
歌

採
用
率
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
か
ら
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
塚
本
の
〈
幻
想
〉

の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
く
ぐ
り
抜
け
る
に
足
る
作
品
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い

 
七
歌
集
は
、
既
往
の
二
歌
集
と
は
種
種
の
鮎
で
、
様
相
層
一
轍
し
た
観
が
‘

あ
る
。
歌
風
の
攣
韓
も
さ
る
ご
と
な
が
ら
馬
作
者
の
環
境
の
激
攣
に
も
蔚
然

八
姫
す
る
。
 
（
一
六
頁
）

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
く
茂
吉
V
の
位
相
 
1
『
茂
吉
秀
歌
鈎
謙
雛
」
』
国
礎
門
跡
荘
脳
陀
蹴
削
』
を
中
心
と
し
て
ー



、

 
但
し
、
『
つ
ゆ
じ
も
』
『
遠
遊
」
『
遍
歴
」
共
に
、
制
作
、
も
し
く
は
制

作
の
原
黙
、
原
型
生
誕
時
か
ら
、
遙
か
後
の
、
昭
和
十
五
年
、
十
六
年
に
編

輯
さ
れ
、
そ
の
後
六
、
七
年
を
経
て
出
版
の
運
び
と
な
っ
て
み
る
。
．
殊
に

・
『
つ
ゆ
じ
も
』
の
長
崎
時
代
の
歌
は
、
大
正
十
三
年
の
火
災
で
鳥
有
に
離

し
、
既
議
表
作
品
以
外
は
、
主
と
し
て
、
辛
う
じ
て
残
存
し
、
あ
る
い
は
偶

然
護
見
さ
れ
た
、
未
定
稿
其
の
他
を
補
作
、
復
元
し
た
も
の
と
言
ふ
。

 
編
輯
時
鮎
を
、
再
制
作
時
黙
と
す
る
歌
も
多
多
混
っ
て
み
る
か
も
知
れ
な

い
。
そ
れ
を
感
得
把
握
す
る
の
も
、
讃
者
、
鑑
賞
者
の
楽
し
み
の
一
つ
に
数

へ
ら
れ
よ
う
。
 
（
一
七
頁
）

 
こ
の
七
歌
集
、
時
に
は
佳
作
、
問
題
作
に
乏
し
い
こ
と
を
卿
つ
聲
も
聞
え

る
が
、
深
く
分
け
入
れ
ば
、
下
臥
を
搏
ち
、
昂
ら
す
要
素
随
虚
に
ひ
そ
む
、

好
個
の
書
で
あ
る
。
何
を
引
き
出
し
、
何
を
膿
得
す
る
か
は
、
塩
入
の
努
力

と
才
質
に
よ
る
だ
ら
う
。
 
（
一
二
頁
）

 
第
一
点
は
、
茂
吉
の
当
時
に
お
け
る
「
環
境
の
激
攣
」
に
殊
に
注
意
し
、
前

二
巻
で
は
、
ほ
と
ん
ど
切
り
捨
て
て
い
た
歌
の
基
盤
を
さ
さ
え
て
い
る
茂
吉
の

身
辺
の
変
化
を
考
慮
に
入
れ
た
鑑
賞
や
、
実
地
踏
査
を
し
て
い
る
、
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
一
例
と
し
て
は
『
遠
遊
」
 
『
遍
歴
』
の
歌
の
鑑
賞
を
す
る
に
あ
た
っ

て
、
み
ず
か
ら
も
茂
吉
の
歌
枕
を
だ
ず
ね
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
ウ
イ
ー
ン
、
ザ

ル
ツ
ブ
ル
ク
）
や
ス
イ
ス
（
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
等
）
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
を
し
た
こ

と
が
、
見
事
に
い
か
さ
れ
て
ハ
る
。

 
第
二
点
は
、
こ
の
時
期
の
歌
集
、
殊
に
『
つ
ゆ
じ
も
」
『
遠
遊
」
『
遍
歴
」

に
み
ら
れ
る
原
型
制
作
時
期
と
編
集
時
期
と
刊
行
時
期
の
三
点
の
大
き
な
ギ
ャ

ッ
プ
の
間
に
潜
在
す
る
創
作
意
識
や
編
集
意
識
や
刊
行
意
識
の
交
錯
に
注
意
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

 
第
三
点
は
、
問
題
作
の
乏
し
い
と
さ
れ
る
こ
の
七
歌
集
を
、
さ
ら
に
深
く
分

、
け
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
自
の
鑑
賞
眼
に
よ
っ
て
再
評
価
を
試
み
よ
う
と
レ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
・

 
以
上
三
点
が
こ
の
第
三
巻
の
，
『
茂
吉
秀
歌
』
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
七
歌
集
の
個
々
に
わ
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
点
を
そ
れ
ぞ

れ
の
歌
集
の
特
立
性
と
レ
て
劉
聴
し
、
鑑
賞
し
て
い
る
。

 
第
三
歌
集
『
つ
ゆ
じ
も
」
の
特
立
性
と
し
て
、
塚
本
邦
雄
は
先
ず
「
編
輯
時

貼
．
を
再
制
作
時
黙
と
す
る
歌
も
多
多
混
っ
て
み
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
を
感

得
把
握
す
る
の
も
、
著
者
、
鑑
賞
者
の
楽
し
み
の
一
つ
に
数
へ
ら
れ
よ
う
。
文

謄
は
傭
ら
な
い
。
『
あ
ら
た
ま
』
大
正
六
年
＋
二
月
中
旬
、
長
崎
赴
任
直
後
の

歌
と
、
翌
翌
八
年
九
月
中
旬
『
つ
ゆ
じ
も
」
の
市
中
名
所
詠
と
の
間
に
は
、
約

一
年
九
箇
月
め
隔
り
し
か
存
在
し
な
い
が
、
．
そ
の
文
膿
に
は
比
較
を
絶
す
る
差

違
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
燗
眼
の
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
る
る
。
」
（
一
七

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
み
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
う
ふ

頁
）
と
し
、
「
ヘ
ン
ド
リ
ク
・
ド
ウ
フ
の
妻
は
長
崎
の
婦
に
て
す
な
は
ち
西
門

ぢ
や
ら
き
ち
う

丈
吉
生
み
き
」
（
大
正
八
年
「
雑
詠
」
）
の
一
首
を
鑑
賞
し
な
が
ら
「
長
崎
「

な
る
町
の
雰
石
臼
が
茂
吉
を
一
時
的
に
攣
質
さ
せ
て
、
試
作
的
に
『
ヘ
ン
ド
リ

ク
」
他
が
生
れ
た
の
か
、
後
日
制
作
の
挿
入
か
、
疑
問
は
解
け
な
い
。
」
（
三
五

頁
）
と
い
い
、
短
歌
の
文
体
に
注
目
し
な
が
ら
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
一
二

月
か
ら
大
正
＝
年
（
一
九
二
二
）
一
月
ま
で
の
作
歌
六
九
七
首
の
な
か
に
、

後
日
の
編
集
段
階
で
制
作
し
た
歌
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
 
『
つ
ゆ
じ
も
」
の
今
一
つ
の
特
徴
と
し
て
「
日
録
風

の
詞
書
と
備
忘
用
走
り
書
き
に
類
す
る
歌
は
、
、
年
が
攣
っ
て
か
ら
も
な
ほ
延
延
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と
綾
く
。
」
（
三
九
頁
）
と
し
、
茂
吉
の
歌
の
「
日
録
」
性
、
又
は
「
散
文
性
」

が
は
な
は
だ
し
い
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。

 
第
四
歌
集
『
遠
遊
」
と
第
五
歌
集
『
遍
歴
』
も
『
つ
ゆ
じ
も
」
に
準
じ
た
、

又
そ
れ
以
上
に
『
つ
ゆ
じ
も
」
の
特
立
性
が
昂
じ
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

て
い
み
。

 
ド
イ
ツ
語
の
記
載
は
「
国
立
ゲ
ー
テ
博
物
館
」
「
シ
ラ
ー
の
家
」
 
「
城
の

庭
園
（
ゲ
ー
テ
亭
）
」
「
美
術
展
寳
會
」
「
記
念
館
」
等
で
あ
ら
う
か
。
さ
う

言
へ
ば
作
者
は
ド
イ
ツ
に
入
っ
て
以
来
、
次
次
と
種
種
の
、
か
う
し
た
「
見

學
」
に
時
間
を
割
き
、
丹
念
に
眺
め
、
彼
一
流
の
観
察
を
試
み
て
み
る
。
こ

こ
に
は
目
を
み
は
る
や
う
な
「
詩
」
は
な
い
け
れ
ど
も
、
心
に
淺
る
す
ぐ
れ

た
「
記
録
」
が
含
ま
れ
て
み
る
。
 
（
九
九
頁
）

 
検
屍
報
告
書
め
い
た
こ
の
一
行
の
、
ひ
ど
く
散
文
的
な
、
わ
ざ
ど
殊
更
に

無
表
情
に
仕
立
た
感
の
あ
る
歌
は
、
激
し
い
苦
み
を
帯
び
て
み
る
。
散
文
調

は
、
た
と
へ
ば
「
つ
ゆ
じ
も
』
長
崎
詠
あ
た
り
に
、
突
如
、
無
遠
慮
に
顔
を

出
し
て
、
私
達
を
驚
か
せ
た
が
、
こ
の
「
レ
ー
ニ
ン
」
は
、
結
句
ま
で
来
て

急
に
改
ま
り
、
古
色
蒼
然
た
る
韻
文
に
攣
る
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
と
ん
ど
意
味

の
な
い
七
音
で
あ
る
。
 
（
一
四
一
頁
）

 
こ
こ
で
塚
本
は
「
記
録
」
と
い
い
「
検
屍
報
告
書
め
い
た
」
と
ま
で
言
い
切

っ
て
い
る
。
『
つ
ゆ
じ
も
』
で
の
「
日
録
」
性
と
「
散
文
」
性
は
、
こ
の
留

学
中
の
二
歌
集
で
は
そ
の
性
格
を
増
々
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
「
か
う
い
ふ
味
も
素
氣
も
な
い
散
文
調
に
も
、
作
者
濁
特
の
表
情
は
見
ら

れ
る
が
、
用
筆
一
首
の
質
は
低
い
。
」
（
一
〇
七
頁
）
と
言
い
、
「
報
告
と
備
忘

を
第
一
目
的
に
し
た
の
か
と
、
誤
認
し
か
ね
な
い
拝
見
く
中
に
」
（
一
五
七
頁
）

と
言
い
、
・
全
体
的
に
・
そ
の
歌
の
質
の
低
さ
に
注
目
し
て
い
る
。

 
さ
ら
に
塚
本
は
こ
こ
で
「
も
う
一
つ
、
外
来
語
・
外
国
語
の
表
記
に
関
し
て

も
、
 
「
遠
遊
』
 
『
遍
歴
」
は
稀
に
見
る
、
問
題
を
孕
む
『
テ
キ
ス
ト
」
．
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
」
（
前
出
・
対
談
）
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
茂
吉
が
貧
欲
な

ま
で
に
外
国
語
・
外
来
語
等
の
表
記
を
外
遊
詠
の
中
に
も
り
こ
ん
で
い
る
点
に

着
目
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
ベ
ル
リ
ン
 
 
 
ウ
イ
ン
ナ

 
ち
な
み
に
「
伯
林
」
「
維
也
納
」
と
、
作
者
は
融
洲
の
地
名
を
漢
字
表
記

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
い
ろ
ん

す
る
。
豊
洲
に
来
る
ま
で
は
「
錫
蘭
」
「
コ
ロ
ン
ボ
」
「
ア
デ
ン
」
「
ア
．
フ

 
 
 
エ
ヂ
プ
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
タ
リ
ア

リ
カ
」
「
埃
及
」
・
「
ニ
ル
」
「
伊
太
利
亜
」
「
コ
ル
シ
カ
」
「
マ
ル
セ
ー
ユ
」
、

 
パ
リ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
ツ
ジ
ヨ
 
 
 
 
 
メ
ツ
シ
ナ
 
 
 
．
 
 
 
 
玄
ち
ま
ち

「
巴
里
」
、
あ
る
い
は
く
菊
。
ゆ
q
σ
q
δ
V
〈
《
。
ω
ω
ぼ
餌
V
と
、
至
極
匠
匠
で
、
行

き
あ
た
り
ば
っ
た
り
に
も
見
え
る
。
通
り
の
悪
い
漢
字
表
記
は
避
け
た
の
だ

ら
う
。
 
（
九
〇
一
九
一
頁
）

 
こ
の
、
外
来
語
の
衷
記
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
又
別
な
と
こ
ろ
で
、
「
横
文

字
の
ま
ま
で
ル
ビ
も
打
た
ず
に
歌
の
中
に
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
と
、
横
文
字
に

片
仮
名
の
ル
ビ
が
あ
る
場
合
と
、
片
仮
名
の
み
の
場
合
と
、
平
仮
名
ル
ビ
と
、

漢
字
に
片
仮
名
ル
ビ
の
場
合
と
平
仮
名
ル
ビ
と
、
詳
し
く
分
け
ま
す
と
、
七
、

八
通
り
ぐ
ら
い
あ
る
。
」
（
前
出
・
対
談
）
と
い
っ
て
い
る
。

 
つ
づ
い
て
帰
朝
後
の
第
六
歌
集
『
と
も
し
び
』
と
第
七
歌
集
「
た
か
は
ら
」

は
「
永
い
留
學
生
活
か
ら
、
火
災
直
後
の
、
齋
藤
病
院
に
引
揚
て
よ
り
約
六
年

の
作
で
あ
り
、
作
者
が
心
身
を
最
も
署
し
、
傷
つ
き
、
あ
る
い
は
病
み
、
身
邊

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
く
茂
吉
V
の
位
相
 
1
『
茂
吉
秀
歌
陶
諏
讐
灘
』
樋
避
缶
譲
景
慕
陀
配
鄭
』
を
中
心
と
し
て
一
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繁
忙
を
極
め
た
時
期
だ
つ
た
。
」
（
一
九
頁
）
と
、
そ
の
身
辺
の
環
境
の
変
化
に

注
目
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
な
特
立
性
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

 
『
遠
遊
』
と
『
遍
歴
』
は
嘉
穂
が
日
章
入
の
、
言
は
ば
日
誌
の
代
用
と
呼

ぶ
べ
き
っ
と
め
を
果
し
て
も
み
る
部
分
も
甚
だ
多
か
っ
た
か
ら
、
好
む
と
好

ま
ざ
る
に
拘
ち
ず
、
そ
の
日
そ
の
時
そ
の
瞬
間
の
、
作
者
の
「
場
」
を
抜
き

に
は
讃
め
な
か
っ
た
が
、
『
と
も
し
び
』
の
、
こ
の
「
離
雁
」
の
あ
た
り
か

ら
、
そ
の
「
場
」
を
一
鷹
離
れ
て
、
自
由
に
味
は
ひ
、
普
遍
性
の
あ
る
受
取

り
方
を
試
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
 
（
一
八
三
頁
）

 
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
秀
歌
採
用
率
か
ら
言
っ
た
ら
こ
の
 
『
連
山
』
は

 
一
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
こ
の
『
茂
吉
秀
歌
』
の
七
歌
集
の
中
で
は
一
番
悪

い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
作
者
の
賭
旅
歌
の
、
中
期
決
算
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
「

．
秀
歌
と
し
て
採
用
し
た
七
首
を
茂
吉
の
羅
旅
歌
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
と
し
て

賞
揚
し
、
「
そ
し
て
、
か
の
漏
洲
事
攣
の
勃
護
は
早
漏
、
露
国
の
翌
昭
和
六
年
、

思
へ
ば
、
そ
し
て
あ
る
意
味
で
は
、
ま
こ
と
に
機
を
得
た
幸
運
た
旅
行
で
あ
っ

た
。
」
（
二
五
九
頁
）
と
解
説
し
て
い
る
。

 
第
九
歌
集
『
連
山
」
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
。

 
す
な
わ
ち
、
「
日
記
」
「
記
録
」
「
散
文
」
か
ら
「
歌
」
 
へ
の
復
帰
で
あ
る
。

こ
の
期
、
茂
吉
は
身
辺
繁
忙
の
中
か
ら
「
自
由
に
味
は
ひ
、
，
普
遍
性
の
あ
る
受

取
り
方
」
の
出
来
る
「
歌
」
を
つ
む
ぎ
は
じ
め
、
又
「
あ
り
の
す
さ
び
の
吟
諦

が
で
き
る
心
境
・
環
境
に
な
っ
た
」
 
（
一
八
九
頁
）
こ
と
の
特
立
性
を
あ
げ
て

い
る
。

 
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
一
〇
月
一
一
日
か
ら
翌
月
三
〇
日
ま
で
、
南
満

州
鉄
道
株
式
会
社
の
招
待
を
う
け
、
満
州
各
地
を
遊
歴
し
た
折
の
第
八
歌
集
『

連
山
』
の
位
相
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

 
だ
が
、
漏
洲
旅
行
以
後
、
昭
和
六
年
に
入
っ
て
か
ら
の
作
者
は
避
け
が
た

い
老
い
に
直
面
す
る
心
構
へ
を
見
せ
始
め
る
。
「
老
い
む
と
す
」
が
再
度
現

れ
る
の
も
、
み
つ
か
ら
に
言
ひ
聞
か
せ
よ
う
と
の
、
．
無
意
識
の
配
慮
に
よ
る

も
の
だ
ら
う
。
作
者
の
健
康
欺
態
は
、
永
び
く
風
邪
に
よ
っ
て
常
に
不
安
定

で
あ
っ
た
。
「
お
と
ろ
へ
し
こ
の
身
」
と
歌
ふ
そ
の
衰
弱
が
、
老
い
に
俘
ふ

現
象
か
、
病
氣
の
た
め
の
も
の
か
、
爾
要
因
の
絡
み
合
ふ
も
の
か
は
、
さ
だ

か
で
は
な
い
。
齢
五
十
、
知
命
と
言
へ
ば
、
，
頭
臆
勢
働
者
に
と
っ
て
は
む
し

ろ
最
盛
期
と
言
へ
よ
う
。
 
（
二
八
七
頁
）
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漏
電
・
支
那
・
朝
鮮
旅
行
詠
が
牧
め
ら
れ
て
る
る
。
観
光
・
祠
察
旅
行
ゆ

ゑ
、
旅
行
吟
制
作
の
心
構
へ
も
あ
り
、
迫
力
あ
る
群
作
も
少
く
な
い
。
あ
る

意
味
で
は
、
唱
作
者
め
五
百
歌
の
、
中
期
決
算
と
も
言
ひ
得
よ
う
か
。
歓
洲

も
適
意
支
那
も
、
逸
し
て
み
た
ら
生
涯
経
験
不
可
能
な
、
貴
重
な
見
聞
で
あ

り
、
稀
な
る
め
ぐ
り
あ
は
せ
で
は
あ
っ
た
。
 
（
一
九
一
二
〇
頁
）

 
す
な
わ
ち
、
茂
吉
、
五
十
に
し
て
の
、
は
や
い
「
老
い
」
の
歌
へ
の
傾
斜
を

み
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
歌
風
は
「
ま
す
ま
す
自
在
に
、
精
彩
に
富
み
、
こ

の
大
歌
集
は
要
所
要
所
で
、
讃
者
の
目
を
見
張
ら
せ
ち
。
」
（
二
一
頁
）
と
い

う
、
円
熟
と
精
彩
を
う
ち
が
わ
に
も
つ
て
の
「
老
い
」
の
示
摘
で
あ
る
。
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三

こ
こ
で
取
り
あ
つ
か
っ
て
い
三
期
吉
秀
墨
藻
雌
講
酷
響
の
秀
歌

の
選
出
は
、
前
二
巻
の
選
出
方
法
と
少
し
く
違
っ
て
い
る
こ
と
は
前
の
と
こ
ろ

で
示
唆
し
て
お
い
た
。
そ
れ
は
氏
の
〈
幻
想
〉
の
視
点
を
十
分
に
く
ぐ
り
抜
け

る
に
足
る
作
品
が
激
減
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
塚
本
自
身
も
お
の
ず
か
ら
〈
幻

想
〉
と
い
う
パ
…
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
少
し
く
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
巻
で
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
『
つ
ゆ
じ
も
』
以
降
の
七

歌
集
の
中
で
も
、
特
に
秀
歌
と
し
て
推
賞
し
て
い
る
作
品
を
中
心
に
、
茂
吉
の

歌
と
塚
本
の
鑑
賞
と
を
並
記
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
け
い

①
湯
い
つ
る
山
の
月
の
光
は
隈
な
く
て
枕
べ
に
お
き
し
し
ろ
が
ね
の
時
計
を
照

、
ら
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
（
つ
ゆ
じ
も
「
温
泉
嶽
療
養
」
）

く
ろ
が
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
も
ん
 
し
る
 
こ
し
 
 
 
に

②
宝
貝
の
む
き
み
の
上
に
し
た
た
れ
る
檸
檬
の
汁
は
古
詩
に
か
似
た
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
遠
遊
「
伊
太
利
亜
の
旅
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ん
ぐ
わ
っ
 
し
も

③
か
す
か
に
て
あ
る
か
無
き
か
に
お
も
ほ
ゆ
る
草
の
う
へ
な
る
三
月
頃
霜

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
遍
歴
「
大
正
十
三
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
漫
吟
其
二
」
）

 
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
る
 
 
 
 
ほ
と
 
し
ら
げ

④
冒
言
。
匡
8
・
に
わ
が
居
り
し
と
き
夜
ふ
け
て
陰
の
白
毛
を
切
り
て
棄
て
に
き

 
 
 
 
 
，
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
と
も
し
び
「
閉
居
吟
其
一
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
せ
 
 
 
 
こ
ほ
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
じ

⑤
い
そ
ぎ
行
く
馬
の
背
な
か
の
泳
よ
り
し
っ
く
は
落
ち
ぬ
，
夏
の
山
路
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
前
「
箱
根
漫
吟
の
中
其
一
」
）
、

 
ゆ
き
だ
に
 
 
 
 
 
あ
き
つ
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
び

⑥
雪
難
に
あ
か
き
蜻
蛉
は
死
に
て
を
り
ひ
と
つ
ふ
た
つ
に
あ
ら
ぬ
寂
し
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
た
か
は
ら
「
御
難
」
）

 
す
る
し
え
い
 
く
わ
い
け
ん
じ
よ
 
 
 
 
 
・
 
 
 
 
 
な
つ
め
 
 
き
 
 
 
ち
 
 
 
い

⑦
水
師
管
の
會
見
所
に
て
書
き
と
ど
む
「
喪
の
樹
よ
り
血
し
ほ
出
で
け

 
む
か
」
 
，
 
 
 
 
 
 
（
連
山
「
昭
和
五
年
、
満
洲
遊
行
、
族
順
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
う
ぜ
ん
て
い

⑧
雪
の
降
る
ま
へ
の
し
つ
か
さ
の
光
あ
り
て
陶
然
亭
を
黒
猫
あ
ゆ
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
前
「
北
平
漫
吟
、
陶
然
亭
其
他
」
）

 
う
ら
と
 
 
 
 
 
 
 
は
た
な
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
い

⑨
戸
戸
い
で
て
わ
れ
畑
中
に
な
げ
く
な
り
人
の
い
の
ち
は
魏
の
う
へ
の
つ
ゆ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
石
泉
「
上
山
低
徊
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ぎ
 
 
 
 
 
ゆ
め

⑩
あ
か
つ
き
の
い
ま
だ
暗
き
に
は
か
な
き
や
八
木
ぶ
し
の
夢
み
て
居
た
り
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
前
「
心
配
」
）

ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
け
い

①
「
し
ろ
が
ね
の
時
計
」
は
抜
群
で
あ
る
。
私
は
新
進
鋼
棒
書
家
の
、
と
あ

 
る
個
展
の
、
薄
ら
明
り
に
置
か
れ
た
佳
品
を
聯
想
す
る
。
一
首
に
は
、
そ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
る
ほ

 
以
外
讐
へ
や
う
の
な
い
一
種
の
冷
や
か
な
潤
ひ
と
、
乾
い
た
好
情
性
を
含
ん

 
で
、
ひ
そ
か
に
物
忌
し
て
み
る
。
銀
時
計
の
文
字
盤
と
、
昆
轟
の
鯛
畳
め
い

 
た
長
・
短
針
が
あ
り
あ
り
と
葎
ぶ
。
 
（
四
六
頁
）

ノ
 
 
 
 
 
こ
 
し

②
「
古
詩
に
か
似
た
る
」
と
は
抜
群
の
隠
喩
、
輕
い
胸
騒
ぎ
を
畳
え
る
ほ
ど

 
飛
躍
的
な
表
現
で
あ
り
、
，
非
篤
生
的
弓
鮮
だ
。
そ
し
て
必
ず
し
も
、
だ
か
ら

 
寛
や
自
首
に
似
て
み
る
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
。
繊
細
華
麗
に
傾
く
訪
れ
の

 
あ
る
と
こ
ろ
を
、
あ
く
ま
で
も
骨
太
に
、
雄
雄
し
く
、
見
得
を
切
る
や
う
な

 
準
疑
問
形
の
係
り
結
び
に
し
た
。
茂
吉
の
面
目
躍
如
と
言
ひ
た
い
。
 
（
』
二

 
七
頁
）

ノ③
滞
駄
中
の
他
の
作
品
と
は
、
香
氣
も
旋
律
庵
類
を
異
に
す
る
こ
の
一
首
、

 
ふ
と
作
者
名
が
確
め
直
し
た
く
な
る
く
ち
み
だ
。
初
句
と
第
二
、
三
句
は
異

 
句
同
心
、
一
に
韻
律
の
た
め
に
審
し
た
趣
向
だ
。
 
『
つ
ゆ
じ
も
』
以
降
、
か

 
 
 
 
 
 
ト

 
う
い
ふ
無
用
の
用
に
似
た
修
僻
を
、
作
者
は
敢
へ
て
避
け
て
み
た
嫌
ひ
も
あ

 
る
。
そ
れ
を
蘇
ら
せ
た
の
も
霜
の
功
徳
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
流
麗
で
膨
ら
み

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
く
茂
吉
V
の
位
相
 
一
『
茂
吉
秀
歌
鎗
瀞
籠
↑
瞳
建
都
乱
書
躯
見
醜
乱
』
を
申
心
と
し
て
一
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け
し

 
の
あ
る
文
謄
は
、
例
へ
ば
「
伊
太
利
亜
の
旅
」
に
お
け
る
「
器
粟
の
花
ち

 
 
 
 
 
れ
も
ん
 
し
る
 
 
こ
し

 
る
」
や
「
檸
檬
の
汁
は
古
詩
に
か
似
た
る
」
、
の
謳
や
や
官
能
的
な
味
は
ひ
と

 
も
性
質
を
違
へ
る
。
そ
し
て
一
首
賢
き
出
し
て
、
異
国
で
の
作
と
い
ふ
事
情

．
を
伏
せ
て
鑑
賞
し
て
も
、
評
言
は
全
く
攣
ら
な
い
。
そ
の
鮎
で
も
、
茂
吉
海

 
尊
詠
中
の
逸
品
の
一
つ
と
言
へ
る
だ
ら
う
。
 
（
一
四
六
頁
）

ノ④
歌
の
申
な
ら
ば
、
普
通
な
ら
、
貫
之
風
に
、
「
鏡
の
中
に
ふ
れ
る
自
書
」

 
 
 
 
 
お
さ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
と
 
し
ら
げ

 
く
ら
み
で
抑
へ
て
お
く
の
が
良
識
．
と
い
ふ
も
め
だ
ら
う
。
「
陰
の
白
毛
」
は
、

 
事
實
で
あ
ら
う
し
、
そ
れ
を
題
材
に
す
る
の
が
、
い
は
ゆ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
で

 
あ
ら
う
が
、
最
終
的
に
「
詩
語
」
と
し
て
は
二
流
以
下
で
あ
ら
う
。
危
く
低

 
俗
な
露
悪
趣
味
に
陥
る
と
こ
ろ
を
、
枯
れ
た
、
か
す
か
な
譜
諺
を
す
ら
含
ん
．

 
だ
身
邊
乃
至
心
境
詠
に
仕
立
て
上
げ
て
み
る
の
は
、
さ
す
が
で
あ
る
。
茂
吉

 
の
署
名
が
な
く
と
も
、
十
分
佳
作
と
し
て
通
用
す
る
。
卑
語
を
詩
語
の
仲
間

 
入
り
さ
せ
だ
の
は
、
一
つ
に
は
初
句
の
外
國
固
有
名
詞
、
そ
れ
も
「
ミ
ュ
ン

 
ヘ
ン
」
な
る
、
細
み
の
、
悲
し
い
響
き
の
齎
す
敷
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の

 
作
の
「
白
眉
」
と
言
っ
て
よ
い
。
（
一
九
一
頁
）

ノ⑤
 
泳
負
ふ
馬
と
は
、
ま
こ
と
糟
に
は
な
ら
ず
、
歌
で
初
め
て
、
一
瞬
訳
者
の

 
背
さ
へ
ひ
や
り
と
す
る
や
う
な
感
を
傳
へ
得
る
も
の
だ
。
あ
は
れ
と
か
冷
え

 
冷
え
と
か
、
月
蚊
な
感
歎
詞
、
形
容
詞
を
省
き
、
「
し
っ
く
は
落
ち
ぬ
」
で
、

 
ぐ
っ
と
泳
へ
て
口
を
閉
ぢ
た
と
こ
ろ
、
さ
す
が
と
言
ふ
ほ
ど
の
技
法
で
も
な

 
い
が
、
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
「
自
然
詠
」
に
な
っ
て
み
る
。
 
（
二
一
〇

．
1
二
＝
頁
）
・

ノ⑥
 
七
聯
中
「
月
山
」
は
二
十
九
首
を
占
め
、
殊
に
精
彩
を
見
せ
る
。
「
雪
難
」

 
は
露
途
に
つ
い
て
か
ら
の
、
凝
滞
の
富
尾
に
置
か
れ
た
余
韻
の
や
う
な
一
聯

 
だ
が
、
各
聯
の
高
揚
し
た
文
正
の
讃
後
に
は
、
一
入
心
に
沁
み
て
清
溝
し
い
。

 
そ
し
て
、
こ
の
一
群
の
山
嶽
作
品
で
も
、
作
者
猫
特
の
禽
獣
轟
魚
黄
点
は
、

 
山
水
圖
の
中
に
動
物
圖
鑑
を
切
り
嵌
め
た
や
う
に
古
し
い
。
 
（
二
五
二
頁
）

！
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
つ
め
 
 
き
 
 
 
 
ち
 
 
 
 
い

⑦
そ
れ
に
し
て
も
「
喪
の
樹
よ
り
要
し
ほ
出
で
け
む
か
」
は
秀
句
で
あ
る
。

 
未
熟
な
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
な
ど
蒼
ざ
め
さ
せ
る
に
足
る
超
現
実
手
法
と
言

 
つ
て
も
よ
い
。
血
は
、
必
ず
し
も
「
我
」
の
血
の
み
で
は
な
い
。
 
（
二
五
九

 
頁
）

ノ⑧
白
洲
詠
の
瞳
子
に
、
「
八
木
沼
丈
夫
氏
に
寄
す
」
と
詞
書
し
て
、
「
日
を

 
 
 
 
と
ほ
や
ま
か
は
 
は
た
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や

 
縫
ぎ
て
遠
山
河
の
涯
ま
で
わ
れ
導
き
し
君
は
痩
せ
た
与
」
に
始
ま
り
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
く
へ
 
し
ら
ゆ
き
 
 
 
 
 
こ

 
「
く
も
り
夜
を
君
に
わ
か
れ
む
ひ
と
り
な
る
行
方
は
白
雪
の
降
り
黒
む
旅

 
ぞ
」
に
終
る
計
八
首
を
牧
め
て
を
り
、
．
い
つ
れ
も
切
切
た
る
思
ひ
に
溢
れ
る

 
佳
作
だ
。
 
（
申
言
）
雪
は
．
「
降
る
ま
へ
」
ゆ
ゑ
、
あ
く
ま
で
も
文
字
の
上
」

 
の
、
語
感
と
し
て
の
雪
白
と
、
獣
の
毛
蚊
の
漆
黒
と
の
封
比
で
あ
る
と
こ
ろ
，

 
が
樂
し
く
、
か
つ
「
陶
然
」
が
先
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
猫
ま
で
そ
の
語

 
の
鯨
澤
を
蒙
り
、
夢
見
心
地
に
歩
を
運
ん
で
み
る
か
に
見
え
る
。
唐
詩
を
意

 
識
す
る
こ
と
な
く
、
唐
詩
の
醍
醐
味
に
肉
薄
し
た
こ
と
は
さ
す
が
と
言
ふ
べ

 
き
か
。
 
（
二
七
三
-
二
七
四
頁
）

ノ⑨
久
久
に
見
る
離
れ
業
で
あ
る
。
そ
れ
も
現
實
と
観
念
と
の
蚊
列
照
鷹
と
い

 
ふ
一
種
の
定
石
で
は
な
く
、
上
句
下
句
の
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
あ
り

 
な
が
ら
、
そ
の
讐
方
に
抽
象
・
具
象
爾
要
素
を
含
ん
で
み
る
点
、
し
か
も
見

 
事
に
成
功
し
て
み
る
と
こ
ろ
、
『
石
泉
』
屈
指
の
作
と
思
は
れ
る
。
 
（
二
八

 
八
頁
）

ノ

⑩
奥
州
旅
行
か
ら
露
っ
て
来
た
直
後
の
一
聯
で
あ
る
が
、
陰
影
濃
く
、
機
微

 
を
穿
つ
た
秀
作
が
多
く
含
ま
れ
て
み
て
な
か
な
か
の
眺
め
で
あ
る
。
そ
れ
は

 
た
と
へ
ば
、
歓
洲
か
ら
の
三
朝
の
後
の
、
近
江
蓮
華
寺
行
に
績
く
一
聯
「
閑
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ミ
ュ
ン
ヘ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
ナ
ト
ス

．
口
吟
し
に
、
「
ぎ
§
魯
魯
に
わ
が
居
り
し
と
き
」
や
「
↓
き
9
0
ω
と
い
ふ

文
字
見
つ
け
む
と
」
等
の
、
「
と
も
し
び
」
き
っ
て
の
佳
吟
が
あ
っ
た
こ
と

と
、
何
故
か
相
似
す
る
傾
向
で
あ
る
。
 
（
二
九
七
頁
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
け
い

 
①
の
歌
に
つ
い
て
は
「
『
し
ろ
が
ね
の
時
計
』
は
抜
群
で
あ
る
」
と
い
う
よ

う
に
、
一
首
の
歌
の
中
の
一
部
分
に
着
目
し
て
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
②
の
歌
も
同
じ
く
「
『
古
詩
に
か
似
た
る
」
と
は
抜
群
の
隠
喩
、
輕
い
胸
騒

ぎ
を
畳
え
る
ほ
ど
飛
躍
的
な
表
現
で
あ
り
、
非
篤
生
添
加
群
だ
」
と
い
っ
て
い

る
よ
う
に
五
句
目
の
隠
喩
に
着
目
し
、
飛
躍
的
表
現
と
し
て
そ
の
秀
逸
性
を
評

価
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
③
の
歌
に
つ
い
て
は
「
滞
高
高
の
他
の
作
品
と
は
、
香
氣
も
旋
律
も
類
を
異

に
す
る
一
首
」
と
い
い
、
「
茂
吉
海
外
遠
耳
の
逸
品
の
一
つ
と
言
へ
る
だ
ら
う
」

と
、
茂
吉
の
『
遠
遊
」
 
『
遍
歴
』
の
二
歌
集
の
日
録
的
、
記
録
的
作
品
群
中
か

ら
離
脱
し
た
逸
品
性
に
着
目
し
て
い
る
。

 
④
の
歌
も
同
じ
く
、
「
こ
の
種
の
作
の
『
白
眉
」
と
言
っ
て
よ
い
し
と
言
っ

て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
卑
語
を
も
ち
い
た
吟
調
中
の
「
白
眉
」
と
し
て
評

価
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
⑤
の
歌
は
「
泳
負
ふ
馬
と
は
、
ま
こ
と
糟
に
は
な
ら
ず
、
歌
で
初
め
て
馬
一

瞬
読
者
の
背
さ
へ
ひ
や
り
と
す
る
や
う
な
感
を
傳
へ
得
る
も
の
だ
」
と
評
価
し

て
い
る
よ
う
に
、
一
首
の
歌
の
く
泳
負
ふ
馬
V
に
注
目
し
、
最
後
の
フ
レ
ー
ズ

「
し
っ
く
は
落
ち
ぬ
」
で
く
く
っ
た
と
こ
ろ
を
「
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い

『
自
然
詠
』
に
な
っ
て
み
る
」
と
部
分
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。
．

 
⑥
の
歌
は
、
昭
和
五
年
七
月
長
男
茂
太
を
伴
っ
た
出
羽
三
山
参
詣
の
連
作
、

「
三
山
参
拝
初
途
」
「
月
山
」
「
湯
殿
山
」
「
笹
小
屋
よ
り
羽
黒
」
「
羽
黒
」
「
最

上
川
」
「
雪
難
」
序
説
一
一
一
首
の
連
作
に
着
目
し
、
「
七
聯
中
『
月
山
』
は
二

十
九
首
を
占
め
、
殊
に
精
彩
を
見
せ
る
」
と
一
連
二
九
首
の
連
作
を
賞
揚
し
た

上
で
、
最
後
の
連
作
「
雪
難
」
の
一
首
に
注
目
し
て
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
つ
め
 
 
ぎ
 
 
 
 
ち
 
 
 
 
い

 
⑦
の
歌
は
「
そ
れ
に
し
て
も
『
喪
の
樹
よ
り
回
し
ほ
出
で
け
む
か
』
は
秀

句
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
・
一
首
の
最
後
の
フ
レ
ー
ズ
に
注
目
し
て
評

価
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
⑧
の
歌
は
満
州
詠
の
撞
尾
の
一
連
の
秀
逸
性
を
評
価
し
た
上
で
、
別
の
一
連

で
あ
る
こ
の
一
首
を
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
⑨
の
歌
は
「
上
野
下
句
の
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
」
に
着
目
し
、
「
『
石

泉
」
屈
指
の
作
」
と
一
首
の
み
で
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
⑩
の
歌
は
奥
州
旅
行
帰
京
後
の
一
連
「
冬
霧
」
一
四
首
の
連
作
の
秀
作
に
注

目
し
た
上
で
、
 
「
あ
か
つ
き
の
」
の
一
首
を
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
き
、
．
第
三
巻
『
茂
吉
秀
歌
」
の
塚
本
邦
雄
の
選

ぶ
秀
歌
は
、
①
②
⑤
⑦
番
の
歌
の
よ
う
に
五
二
三
十
一
音
の
中
の
一
部
分
の

表
出
、
一
部
分
の
描
写
の
切
り
取
り
方
の
秀
逸
性
に
徹
底
的
に
瞠
目
し
、
一
首

の
秀
歌
性
が
評
価
さ
れ
た
も
の
沁

 
③
④
番
の
歌
よ
う
に
他
の
類
似
し
た
一
連
、
内
容
の
作
品
に
比
し
て
、
そ

の
秀
歌
性
が
賞
揚
さ
れ
た
も
の
コ

 
⑥
⑧
⑩
番
の
歌
の
よ
う
に
、
連
作
一
連
が
佳
吟
と
し
て
評
価
さ
れ
た
上
で
、

そ
れ
ら
の
中
か
ら
一
首
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
て
評
価
さ
れ
た
も
の
。

 
⑨
番
の
歌
の
よ
う
に
一
首
の
み
を
独
立
さ
せ
て
、
そ
の
一
首
の
細
部
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
と
幻
想
性
を
評
価
し
た
も
の
。

 
以
上
の
四
つ
に
分
類
出
来
る
。
最
後
の
分
類
（
⑨
番
）
に
は
い
る
歌
は
、

す
で
に
第
一
巻
、
第
二
巻
の
『
茂
吉
秀
歌
』
の
お
お
く
の
作
品
を
こ
の
方
法
で

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
〈
茂
吉
〉
の
位
相
 
1
「
茂
吉
秀
歌
陶
融
雛
」
』
噛
工
臨
魎
誰
露
見
跳
削
』
を
中
心
と
レ
て
一
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と
り
あ
つ
か
っ
た
秀
歌
採
用
の
塚
本
独
自
の
評
価
の
し
か
た
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
」
第
一
の
分
類
（
①
 
②
⑤
⑦
）
法
も
す
で
に
、
時
々
こ
こ
ろ
み
て
き
た
も
．

の
で
あ
っ
た
。
「
茂
吉
秀
歌
」
第
三
巻
に
き
て
第
二
（
③
④
）
、
第
三
（
⑥
⑧

⑩
）
の
分
類
が
新
し
く
登
場
し
、
塚
本
自
身
、
田
中
隆
尚
と
の
対
談
で
も
言
っ

て
い
π
よ
う
に
「
『
赤
光
』
 
「
あ
ら
た
ま
』
と
は
全
然
違
う
、
．
日
記
み
た
い
な

も
の
で
す
。
だ
か
ら
観
点
も
鑑
賞
法
も
お
の
ず
か
ら
変
え
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
変
え
て
い
ま
す
。
」
と
い
う
、
大
き
く
変
え
た
と
こ
ろ
は
、

従
来
の
一
首
一
首
の
独
自
性
に
メ
ス
を
入
れ
て
い
た
段
階
か
ら
一
連
の
連
作
な

い
し
全
体
の
申
か
ら
、
一
首
を
と
り
あ
げ
る
と
い
う
方
法
を
加
味
し
た
わ
け
で

あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
四

 
『
茂
吉
秀
歌
』
第
三
巻
は
以
上
の
よ
う
な
か
た
ち
で
評
価
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
低
迷
し
て
い
る
こ
の
期
の
作
品
に
む
け
る
塚
本
の
評

価
は
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

煩
は
し
く
退
屈
な
だ
け
で
あ
る
。
 
（
九
一
頁
）

 
駈
足
観
光
の
不
機
嫌
な
報
告
と
、
案
内
人
の
職
業
的
な
口
調
の
口
移
し
め

い
た
歌
が
忍
ぶ
。
か
う
い
ふ
味
も
素
氣
も
な
い
散
文
調
に
も
、
作
者
濁
特
の

表
情
は
見
ら
れ
る
が
、
一
首
一
首
の
質
は
低
い
。
 
（
一
〇
七
頁
）

 
こ
う
い
う
か
た
ち
で
取
り
上
げ
れ
ば
、
各
所
に
こ
う
い
う
言
説
は
徴
表
し
て

い
る
。
そ
し
て
一
様
に
「
退
屈
至
極
」
「
煩
は
し
く
退
屈
な
だ
け
で
あ
る
」
「
一

首
一
首
の
質
は
低
い
」
と
評
し
、
そ
れ
は
お
お
よ
そ
一
首
の
み
に
冠
せ
る
言
葉

で
は
な
く
、
前
後
の
作
品
、
 
一
連
、
全
体
に
冠
せ
て
評
し
た
言
葉
で
も
あ
っ

た
。 

こ
う
し
た
低
迷
し
た
こ
の
期
の
作
品
に
対
し
、
塚
本
邦
雄
は
先
ほ
ど
日
で
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ

り
あ
げ
た
よ
う
に
、
新
し
い
分
類
法
に
よ
っ
て
秀
歌
を
評
価
し
て
い
っ
た

わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
塚
本
邦
雄
自
，
身
の
独
自
の
見
方
、
発
見
に
よ
っ
て

こ
の
著
書
は
重
厚
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
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も
っ
と
も
詠
風
は
一
様
に
声
低
く
、
心
激
す
る
趣
も
更
に
無
く
、
良
く
言

へ
ば
沈
潜
し
て
滋
味
掬
す
べ
き
も
の
あ
り
、
か
つ
寓
生
の
極
意
に
近
づ
い
て

み
る
の
で
あ
ら
う
し
、
忌
揮
な
く
評
す
る
な
ら
、
大
方
は
同
工
異
曲
、
・
平

板
で
、
作
者
一
人
の
感
慨
に
終
り
、
退
屈
至
極
と
言
ふ
他
は
な
い
。
 
（
五
〇

頁
）
 
 
 
 
 
 
 
'

 
三
時
の
、
作
者
の
生
活
の
記
録
と
し
て
、
興
味
を
持
つ
者
に
は
絶
好
の
資

料
と
も
な
ら
う
が
、
「
歌
」
の
あ
り
か
に
し
か
關
心
の
な
い
鑑
賞
者
に
は
、

 
な
ほ
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
」
滞
在
四
日
間
の
作
十
二
首
の
七
首
目
に
、
「
エ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
び
じ
ゅ
つ
 
と
し
 
 
い
に
し

ル
ベ
河
わ
た
り
て
高
き
に
よ
る
時
は
美
術
の
都
市
の
古
へ
お
も
ほ
ゆ
」
が

蛙
ん
で
を
り
、
前
後
の
關
係
か
ら
隔
な
ぜ
、
あ
の
チ
ェ
ジ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
の
モ
ル
ダ
ウ
を
原
流
と
し
、
東
ド
イ
ツ
を
貫
流
し
て
ハ
ン
ブ
ル
グ
へ
注
ぐ

包
び
。
が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
現
れ
る
の
か
腋
に
落
ち
な
い
、
多
分
ア
ル
ノ

》
讐
。
河
の
勘
違
ひ
で
あ
ら
う
。
 
（
一
二
五
頁
）



 
こ
れ
は
『
遠
遊
』
の
「
伊
太
利
亜
の
旅
」
中
の
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
」
滞
在
吟
の
一

首
に
つ
い
て
評
さ
れ
た
「
エ
ル
ベ
河
」
は
「
ア
ル
ノ
河
」
の
勘
違
い
で
あ
ろ
う
と

い
う
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
田
中
隆
尚
と
の
対
談
の
中
に
も

出
て
き
て
、
田
中
氏
は
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
「
こ
れ
は
私
は
う
っ
か
り

し
て
ま
し
た
が
、
い
い
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
つ
．
て
下
さ
っ
た
。
'
こ
れ
は
間
違
い
で

し
ょ
う
。
『
わ
た
り
て
高
き
に
よ
る
時
は
」
と
い
う
の
は
、
ア
ル
ノ
三
河
を
わ

た
っ
て
丘
の
上
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
広
場
に
登
っ
た
趣
で
す
ね
。
詞
書
に
も

『
勺
貯
N
N
巴
。
冒
げ
げ
巴
磐
帥
q
巴
。
』
 
（
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
広
場
）
と
あ
め
ま
す

か
ら
。
そ
う
し
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
リ
ナ
シ
メ
ン
ト
（
文
芸
復
興
）
の
こ
と
が

お
も
わ
れ
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
よ
り
前
に
ド
レ
ス
デ
ン
の
一
連
の
歌

が
あ
り
、
『
エ
ル
ベ
河
』
が
出
て
き
ま
す
が
凸
こ
の
ド
'
レ
ス
デ
ン
の
歌
が
ま
ぎ

れ
こ
ん
だ
と
か
、
・
あ
る
い
は
便
宜
上
一
首
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
一
連
の
中
に
も
っ

て
き
た
と
い
う
の
で
は
な
さ
そ
う
で
す
ね
。
」
。

●

 
レ
オ
ナ
ル
ド
の
像
ぽ
ス
カ
ラ
廣
場
の
ス
カ
ラ
座
の
前
に
あ
る
。
例
の
総
ガ

ラ
ス
の
ド
ゥ
オ
モ
廣
場
の
、
大
伽
藍
正
面
に
向
っ
て
左
側
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・

エ
マ
ヌ
エ
ル
・
ア
ー
ケ
ー
ド
を
通
り
抜
け
た
と
こ
ろ
だ
。
立
像
も
ス
カ
ラ
座

正
面
に
向
っ
て
左
側
、
三
段
露
座
の
最
上
段
に
レ
オ
ナ
ル
ド
が
立
ち
、
四
人

の
弟
子
は
二
段
目
、
レ
オ
ナ
ル
ド
の
足
許
に
、
東
西
南
北
に
四
人
、
優
雅
な

プ
ロ
ポ
i
・
シ
ョ
ン
を
見
せ
、
さ
な
が
ら
王
侯
に
配
す
る
小
姓
の
感
が
あ
る
。

 
美
青
年
弟
子
の
筆
頭
は
ア
ン
ド
レ
ア
・
サ
ラ
イ
。
次
が
ボ
ル
ト
ラ
ッ
フ
ィ

オ
、
そ
れ
に
チ
ェ
ザ
L
レ
・
ダ
・
セ
ス
ト
、
今
一
人
は
マ
ル
コ
・
ド
ッ
ジ
オ

ー
ノ
で
あ
る
。
レ
オ
ナ
ル
ド
は
弟
子
を
採
用
す
る
場
合
に
、
そ
の
採
否
の
基

準
は
、
才
能
で
は
な
く
容
姿
で
、
あ
っ
た
。
 
（
一
三
二
頁
）

 
こ
れ
も
『
遠
遊
』
中
の
「
伊
太
利
亜
の
旅
」
・
の
一
首
「
レ
オ
ナ
ル
ド
ウ
の

 
 
 
 
 
よ
す
み
 
 
 
よ
た
り
 
も
ん
て
い
 
 
 
 
 
び
せ
い
ね
ん

立
像
が
あ
り
四
隅
な
る
四
人
の
門
弟
は
と
も
に
美
青
年
」
に
対
す
る
解
説
で

あ
る
。
四
人
の
弟
子
の
名
を
解
説
し
な
が
ら
、
最
後
に
さ
ら
り
と
い
．
っ
て
の
け

た
「
レ
オ
ナ
ル
ド
は
弟
子
を
採
用
す
る
場
合
に
、
，
そ
の
採
否
の
基
準
は
、
才

能
で
は
な
く
容
姿
で
あ
っ
た
」
が
、
何
と
も
塚
本
自
身
の
レ
オ
ナ
ル
ド
へ
の
造

詣
の
深
さ
が
端
的
に
出
て
い
る
好
個
の
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
一
連
で
あ
る

 
 
 
 
 
 
 
も
ん
り
う
 
 
 
 
あ
ま
た

「
レ
オ
ナ
ル
ド
ウ
の
門
流
の
も
の
藪
多
あ
り
非
力
と
そ
お
も
ふ
こ
の
門
流
は
」

 
 
 
 
 
 
 
・
そ
べ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぎ
ょ
し
よ
う

「
レ
オ
ナ
ル
ド
ウ
の
素
描
も
幾
つ
か
此
塵
に
見
ぬ
や
み
が
た
か
り
し
巨
匠
ぞ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
い
ご
 
ば
ん
ざ
ん
づ

彼
は
」
 
「
レ
オ
ナ
ル
ド
ウ
の
最
後
の
晩
餐
．
圖
こ
の
た
び
は
妻
に
も
見
し
む
そ

の
け
だ
か
さ
を
」
等
の
作
品
を
掲
げ
、
「
娩
餐
圖
」
の
イ
エ
ス
を
中
心
に
お
い

た
＝
一
使
徒
の
配
置
を
語
る
あ
た
り
は
、
茂
吉
自
身
の
歌
を
と
お
く
離
れ
て
塚

本
邦
雄
の
独
宙
の
レ
オ
ナ
ル
ド
の
見
か
た
が
出
て
い
て
圧
巻
で
あ
る
。

五

 
『
赤
光
』
 
『
あ
ら
た
衷
』
と
第
一
巻
、
第
二
巻
を
自
在
に
鑑
賞
し
て
き
て
、

そ
れ
に
つ
づ
く
「
つ
ゆ
じ
も
』
を
い
か
に
鑑
賞
す
る
か
が
、
塚
本
邦
雄
に
と
っ

て
の
第
三
巻
の
最
大
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
茂
吉
に
お
け
る
『
つ
ゆ
じ
も
』
の

大
正
七
年
、
八
年
、
九
年
、
十
年
と
は
東
京
を
離
れ
、
は
る
か
異
郷
で
あ
る
長

崎
に
赴
任
し
、
ま
た
東
京
に
帰
る
ま
で
の
期
間
で
あ
り
～
本
格
的
に
医
学
研
究

に
と
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
、
表
面
的
に
は
東
作
発
表
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

類
推
す
る
に
「
日
記
」
や
「
メ
モ
」
に
書
き
と
ど
め
る
ぐ
ら
い
が
勢
一
杯
の
時

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ
ア
・
ボ
ケ
ツ
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
、

期
で
あ
り
、
茂
吉
の
作
歌
の
空
言
期
間
が
つ
づ
い
た
期
間
で
も
あ
る
。
だ
が
、

そ
う
し
た
反
面
に
お
い
て
、
茂
吉
は
自
己
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
な
っ
た
．
「
写

生
」
説
に
関
す
る
論
文
を
か
た
め
A
大
正
九
年
に
は
四
月
か
ら
「
短
歌
に
於
け

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
く
茂
吉
V
の
位
相
 
1
『
茂
吉
秀
歌
肖
融
着
」
』
樋
漣
臨
樋
里
頒
見
翫
削
』
を
中
心
と
し
て
一
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る
写
生
の
説
」
を
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
連
載
し
、

み
る
記
念
す
べ
き
期
間
で
も
あ
っ
た
。

一
応
の
「
写
生
」
論
の
完
成
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
か
ぬ

『
赤
光
』
で
山
焼
き
の
火
の
色
を
「
天
の
赤
環
の
に
ほ
ひ
」
と
形
容
し
、
山

 
 
 
 
 
か
ね
い
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
し
る

の
湯
の
源
を
「
鳶
色
」
と
見
、
火
口
湖
の
水
を
「
母
の
乳
汁
の
色
」
に
た
ぐ

へ
た
茂
吉
の
、
鮮
烈
奇
抜
な
色
彩
語
も
、
『
あ
ち
た
ま
」
を
経
て
次
第
に
控

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
つ
な
み
き
 
 
ま
つ

へ
目
に
な
っ
て
来
る
。
「
海
濱
雑
歌
」
に
一
首
、
「
松
弓
木
の
松
ふ
と
り

 
 
か
た
む
 
 
 
な
ま
り
 
 
 
 
 
 
 
 
ぐ
も
 
 
み

っ
つ
傾
け
り
鉛
の
ご
と
く
う
み
曇
る
見
ゆ
」
が
現
れ
る
が
、
常
識
を
超

え
る
も
の
で
は
な
い
。
「
寓
生
」
深
化
の
せ
み
だ
。
 
（
六
六
頁
）

．
「
山
水
人
間
隠
魚
」
の
三
分
の
二
ば
か
り
に
譲
れ
て
、
『
作
歌
四
十
年
』
で

は
、
信
濃
韓
地
顛
末
を
説
明
し
、
「
感
傷
的
な
哀
韻
の
あ
る
の
は
恐
ら
く
さ
う

い
ふ
身
膿
的
背
景
の
あ
る
た
め
だ
ら
う
」
と
書
き
添
へ
て
る
る
。
ま
さ
に
、

言
外
の
コ
辰
韻
」
、
そ
れ
の
有
無
が
佳
作
・
凡
作
の
け
ち
め
で
あ
ら
う
。
．
月
光

に
濡
れ
た
秋
草
の
、
色
を
喪
．
つ
た
花
の
不
愚
な
美
を
、
茂
吉
は
心
で
視
た
。

（
七
七
頁
）

生
」
に
一
応
沿
い
な
が
ら
評
価
す
る
。
そ
れ
は
茂
吉
が
大
正
六
年
あ
た
り
か
ら

「
予
が
真
に
寓
生
す
れ
ば
馬
そ
れ
が
予
の
生
の
象
徴
な
の
で
あ
る
」
と
い
っ
た

〈
写
生
1
1
象
徴
〉
説
を
と
り
入
れ
た
と
こ
ろ
の
「
広
義
の
窩
生
」
 
（
幻
想
を
も

包
括
す
る
）
に
よ
る
塚
本
邦
雄
の
「
写
生
」
歌
の
認
容
の
し
か
た
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
を
も
っ
と
も
よ
く
証
し
て
い
る
の
が
こ
の
第
三
巻
で
と
り
あ
つ
か
っ

て
い
る
最
後
の
歌
集
『
石
泉
」
中
の
、
こ
れ
も
最
後
の
秀
歌
と
し
て
あ
げ
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ん
す
る
つ
 
た
の

る
「
芸
香
草
」
の
一
首
「
山
水
圖
は
楽
し
く
も
あ
る
か
こ
の
身
さ
へ
山
の
そ
こ

ひ
に
か
く
る
る
ご
と
し
」
に
付
さ
ら
れ
た
次
の
解
説
で
あ
ろ
う
。

 
顧
て
『
つ
ゆ
じ
も
』
以
來
の
歌
を
思
ふ
時
、
療
養
詠
と
い
ひ
、
外
遊
詠
と

い
ひ
、
瀟
洲
・
支
那
・
北
海
道
・
樺
太
の
紀
行
と
い
ひ
、
は
た
ま
た
、
あ
ま
．

た
た
び
の
國
内
旅
行
詠
と
い
ひ
、
す
べ
て
、
作
者
の
日
常
と
、
無
籍
有
の
、

幻
の
國
の
問
を
行
き
交
ふ
紐
を
な
す
部
分
こ
そ
、
作
者
の
秘
め
た
希
求
で
あ
・

「
り
、
ま
さ
に
魂
の
声
で
は
な
か
っ
た
か
。
山
水
図
を
懸
ひ
つ
つ
、
作
者
は
常

に
盆
明
で
あ
っ
た
。
 
（
三
二
六
頁
）

（ 166 ）

 
こ
の
一
一
つ
の
鑑
賞
は
『
つ
ゆ
じ
も
』
中
の
「
長
崎
よ
り
」
の
「
雨
は
れ
し

 
 
 
 
み
つ
が
ね

港
は
う
ひ
に
水
銀
の
し
っ
か
な
る
い
う
に
夕
ぐ
れ
に
け
り
」
と
「
水
水
人
間
贔

魚
」
の
「
な
が
ら
ふ
る
月
の
び
か
り
に
照
ら
さ
れ
し
わ
が
足
も
と
の
秋
ぐ
さ
の

は
な
」
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
「
常
識
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
」
と
言

い
、
『
言
外
の
『
四
韻
」
、
そ
の
有
無
が
佳
作
・
凡
作
の
け
ち
め
で
あ
ら
う
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

と
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
「
『
写
生
』
深
化
の
せ
み
だ
し
「
月
光
に
濡
れ
た
秋

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

草
の
、
色
を
喪
っ
た
花
の
不
当
な
美
を
、
茂
吉
は
心
で
視
た
」
と
茂
吉
の
「
写

曳


